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技術開発の背景と目的
　1960年代以降の急激な開発による都市化の進展，ならびに集中豪雨の発生頻度の増加によって，1999年福岡水害，2000年東海水害等，
都市部の河川流域における浸水被害が頻発した。これは集中豪雨時の雨水が短時間に集中して流出するため，下水道，側溝等の雨水処理能力
を上回り，道路，土地等が水浸しになる現象で「都市型水害」と呼ばれる。これを受け，国交省は従来型の治水対策の限界を認識し，新たなス
キームによる一体的な浸水被害対策の必要性を盛り込んだ「特定都市河川浸水被害対策法（平成15年法律第77号）」を制定した。このような
一連の経緯を睨み，当社はいち早く，想定される豪雨時における「都市型水害」の定量的評価を目指し，雨水流出・排水現象を統合的に解析で
きる「都市型水害予測解析システム」を中部大学と共同で開発した。本システムは，地表面氾濫，下水道，河川等をダイナミックに連成した解析
を行うことによって，時々刻々と変化する浸水状況を高精度で評価する。

技術開発の成果と活用
　ハザードマップポータルサイト（http://disaportal.gsi.go.jp/）等の公開情報から，2000年東海豪雨などの想定豪雨時における最大浸水深
のレンジは得られるものの，それ以上の規模の豪雨を想定したり，浸水深の時間的変化を追跡したりすることは困難なのが実状である。さら
に，公開情報では，最新の浸水被害対策施設（調整池，貯留管，ポンプ場等）までは反映されておらず，それらも考慮したい場合は，本システム
のような浸水シミュレーションを実施する必要がある。顧客の様々なニーズに応えるため，本システムを用いて，対象とする領域内の地形，構造
物等を詳細にモデル化し，様々な豪雨を想定した浸水シミュレーションを数多く実施してきており，高い評価を得ている。

開発方法
　本システムは，「データ作成」，「解析」，「結果表示」の３つのサブシステムから構成されている。当初は当社が「データ作成」と「結果表示」，
中部大学が「解析」の開発をそれぞれ担当し，実在する都市部への適用を通して，様々な機能を加え，実用性を向上させた。さらに，本システム
を幅広く適用していただくため，当社，中部大学，みずほ情報総研（株），（株）カジマアイシーティでソフトウェア使用許諾契約を締結するととも
に，臨海部のプラント施設等に津波が来襲した時の敷地内の氾濫シミュレーションとしても適用できるように機能拡張が図られている。
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